
☆第４回福井県伝統芸能新世代コンクール
　　　　　　　　　　　　　箏

そう

曲部門　技能賞

高　田　琴
こと
音
ね
　さん

NEXT きらめき

　高田さんは昨年に開催された「第４回福井県伝統芸能新世代
コンクール」（オンライン開催）の箏曲部門で見事、技能賞を受
賞しました。小学校に入学する頃、箏（琴）の奏でる音色に出
会った高田さんは、小学校３年生の時に松山市の指導者のもと
に弟子入りをし、どんどんと上達したそうです。
　現在は高校の箏曲部に所属し、仲間たちと共に励みながら、
８月５日㈯に内子座で開催される演奏会での指導者との合奏に
向けて練習を重ねています。
　「自分の心の込め方で音が全然違ってくるんです」「合奏でみ
んなの音がきちっと揃った時の爽快感はたまりません」と目を
輝かせながら語る高田さんの夢は、海外に箏の魅力を広めるこ
とで、「えひめ高校生ハワイ派遣事
業」に参加するなど、英語の勉強
にも力を入れています。ちなみに、
名前の「琴音」については「全く
の偶然」と笑いながら教えてくれ
ました。

大洲高等学校　３年
　　　　（大会出場時２年）

　大洲農業高等学校生産科学科の谷口晴
はる と
翔です。私は現在、

農業クラブ会長をしています。農業クラブは、農業科で勉強
している高校生が所属し、農業についての専門知識や技術を
競い合ったり、研究成果を発表したり、意見を発表するなど
の活動をしている全国的な組織です。本年度は本校が愛媛県
の事務局を担当することになり、愛媛県連盟の会長もしてい
ます。
　４月には、県内の農業クラブ会長が本校に集まり、本年度
の行事計画や活動スローガンなどを決めたりしました。５月
はフラワーデザイン競技、６月は家畜審査競技、７月は農業
情報処理競技、平板測量競技など各種発表の県大会が行われ
ます。どの大会も10月に熊本県で行われる全国大会出場につ
ながる大切な大会です。本校から多くの生徒が出場できるよ
うに、活動に取り組んでいきたいと思います。

―次回は長浜高等学校からです。―

大洲農業高等学校Vol.76
～市内 5校の高校生によるリレーエッセイ～

箏曲部３年生のみなさん
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おおずニュース

山鳥坂ダム付替道路トンネル貫通記念ウォーキング

河辺中学校と肱川中学校が統合へ

大きく元気に育ってね

　県道の付替道路として肱川地域で工事中の「愛の森
トンネル」と「敷水トンネル」間でのウォーキングイ
ベントが４月23日㈰に開催されました。この日は午
前、午後の部に分かれおよそ270人が参加し、往復約
７㎞のコースに挑戦しました。コースの途中にはクイ
ズや体験コーナーが設置されたほか、地元特産の和菓
子などのプレゼントもあり、参加者は開通前のトンネ
ルを歩ける貴重な機会を楽しんでいました。

　令和６年４月からの統合へ向け、河辺中学校と肱川
中学校の統合合意書調印式が、４月28日㈮に河辺小・
中学校体育館で行われました。河辺中学校は昭和49年
に旧北平中学校と統合、平成31年に現在の河辺小学校
校舎へ移転し小中一貫校となりました。しかし、生徒
数の減少により令和２年度から休校となっています。
この日調印された合意書には、スクールバスの運行や
生徒への相談体制の充実などが盛り込まれました。

　４月28日㈮、肱川漁業協同組合による稚
ち
鮎
あゆ
の放流

事業が河辺川で行われ、河辺小学校と河辺幼稚園の児
童あわせて５人が参加しました。この日に放流された
稚鮎の数は8,500匹で、子供たちはバケツに入れられ
た鮎を大事に川まで運び、丁

てい
寧
ねい
に放していきました。

放流後は川に向かって「バイバイ。大きく育ってね」
と手を振りながら元気に泳ぐ鮎の姿を見守っていまし
た。

叙勲・表彰　おめでとうございます

高齢者叙勲

元長浜町議会議員

大　野　眞
しん

良
りょう

  さん
（大洲市戒川）

旭 日 単 光 章
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TOPICS

ポコペン青空小学校へようこそ

代表の座をかけて

優良農業団体として表彰

松本零士先生を偲
しの

んで

　４月29日㈯、ポコペン横丁で青空小学校が開催さ
れました。この催しは毎年１回行われているもので、
今年で15年目を迎えました。
　この日はあいにくの雨でしたが、テントの下で手話
や体育、理科などの授業が行われ、市内外から入学し
たおよそ30人の子供たちは、真剣に先生の話を聞い
たり元気いっぱい発表したりと授業を楽しんだ後、お
いしい給食を笑顔で食べていました。

　ねんりんピック愛
え
顔
がお
のえひめ2023ソフトテニス交

流大会のリハーサル大会が、５月３日㈬に鹿鳴園テニ
スコートで開催されました。「ねんりんピック」は60
歳以上の人たちを中心とした、スポーツ、文化、健康
と福祉の総合的な祭典で、今年は愛媛県で開催され、
大洲市はソフトテニスの会場となっています。大会で
は、上位３チームがねんりんピック本大会へ出場でき
ることもあり、熱い戦いが繰り広げられていました。

　５月10日㈬、地域農業の発展に貢献している模範
的な団体として知事表彰されたことを受け、大洲市青
年農業者協議会（アグルビト）の栗田涼

りょう
会長が二宮市

長を表敬訪問されました。協議会では自分たちの活動
を知ってもらおうと、フリーペーパーの発行やSNSで
精力的に情報を発信し、大洲市の農業を広くアピール
していることが今回の表彰につながりました。栗田会
長は「今後も自分たちの活動を通して、大洲の農業を
盛り上げたい」と話していました。

　今年２月に亡くなった松本零士さんを偲んで、「銀
河への旅立ち 追悼松本零士展」が５月１日㈪から５
月19日㈮まで新谷公民館で開かれました。追悼展を
企画したのは地元の「新谷一万石まちおこしの会」（会
長：大塚弘

こう
一
いち
さん）で直筆の原画や新谷での疎開時代

を描いた「昆虫国漂流記」のパネルなどおよそ70点
の貴重な資料が展示され、開催期間中には県外からも
含めておよそ1,000人と多くの人が訪れたそうです。
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文化財
大洲市指定有形文化財（絵画）
絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

図
ず

１幅
西
さい

方
ほう

寺
じ

所有
　この図は、西大洲八

や

尾
お

地区の
西方寺にある室町時代に描かれ
た仏画です。来

らい

迎
ごう

印
いん

（右手を上げ、
左手を下げてそれぞれの手の親
指と人差し指で輪を作る）を結
び踏

ふみ

割
わり

蓮
れん

華
げ

（左右の足で別々に踏まれた蓮の花）
に立った阿弥陀如来が、亡くなる人を迎えにいく
様子が描かれています。
　箱書きによれば、元々は寛文３年（1663）に
幕府御用の宇治茶師上

かん

林
ばやし

峯
ほう

順
じゅん

の菩
ぼ

提
だい

を弔うため、
峯順の母が平等院に寄進したものとされていま
す。その後、大洲の境

さかい

屋
や

徳
とく

助
すけ

を経て、西方寺火
災後の再興の際に寺に奉納されたと記されていま
す。以来、火

ひ

除
よけ

の阿弥陀として信仰されてきました。
　全体的に剥

はく

落
らく

などは見られるものの、細かな描
写は美術的にも優れ、市内で数少ない室町時代の
作品として貴重なものと言えます。

（昭和44年３月29日指定）

　今回も海外におけるDXの先進事例をご紹介し
ます。中国の杭

こう

州
しゅう

市では、交通状況のデータに基
づいて信号機を自動で切り替えることで、救急車
の到着時間がおよそ半減しました。さらに、道路
に設置しているライブカメラの映像をAIでリア
ルタイムに分析し、救急の要請があった時点で現
場の状況を正確に把握できるようになっていて、
救急車が現場に駆けつけるまでの最適な経路も
AIが自動で計算しています。これらは地域のDX
が進むことで、より多くの人命を救えるようにな
ったケースといえるかもしれません。
　また、都市のデータは渋滞の解消にも貢献して
いて、同じ杭州市では蓄積した交通データを基に
渋滞要因を分析し、新たに信号機や専用レーンを
設置することで、一部区間では交通に要する時間
が15%も短縮しました。
　このようにデジタル化は都市の機能を向上さ
せ、市民の健康や暮らしを改善するためにあるべ
きだと、私は考えています。
　次回も海外の先進国の例を引き続き紹介したい
と思います。

【 タ マ ネ ギ の 焼 き 浸 し 】

　タマネギは、和食にも洋食にも中華
にも、家庭料理に欠かせない常備野菜
です。タマネギ特有の辛み・香り成分
は、動脈硬化や高血圧を予防したり、
コレステロール値を下げる働きがあり
ます。また、強い殺菌力もあり、食中
毒や老化から体を守ってくれます。

①　 タマネギは約１㎝幅の輪切りにする。青ネギは小口切りに
する。

②　 フライパンに油を入れ、中火で①のタマネギを両面に焼き
色がつくまで焼く。

③　Ａを鍋に入れ、沸騰させる。
④　②を③の調味液に浸し、粗熱を取って冷蔵庫に入れる。
⑤　④をお皿に盛りつけ、かつお節と青ネギを散らす。

【レシピ提供：健康増進課】

作り方

タマネギの栄養

おおずを食べよう　健やかレシピ　Vol.34

材料（４人分）
タマネギ 160ｇ

油 適量

だし汁 150㎖

醤油 大さじ１

みりん 大さじ１

かつお節 適量

青ネギ 適量

A

CDO補佐官 鈴木邦
くに

和
かず

の

DXDXのすゝ めのすゝ め
第６回
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